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研究報告
北国の風物詩サイロ
江別のサイロ事情
石垣 秀人1） 水野信太郎2）
1）北翔大学北方圏学術情報センター学外研究員 2）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
抄 録
「サイロ」を江別の地域資源として位置づけ，「サイロ」を通して牛飼いの酪農を概観し
た。
サイロは酪農のシンボルといえるもので，北海道の畜産，酪農の先駆けは，開拓使が招聘し
た米国人エドウィン・ダンに始まる。開拓使廃止後は，町村金弥が受け継ぎ，酪農のリーダー
を育てた。酪農の先駆者たちの足跡から変遷を辿った。
江別で酪農が盛んだった大正から昭和の初めにかけて北海道のデンマークと呼ばれた時代が
あった。サイロの登場もこの頃で，サイロが「江別らしさ」のシンボルとして根付いていっ
た。江別では都市景観の創出としてサイロをモチーフにしたバス待合所や公園トイレなどまち
づくりの中に活きている。街の中の「サイロ」を探ってみた。
キーワード：サイロ，地域資源，酪農，酪農の先駆者，都市景観
Ⅰ．は じ め に
北国の風物詩，牧場ととんがり帽子の赤いサイロ。青
い空の下，緑の牧場で黒白の牛が草を食む風景は，北海
道らしい景観を作り出している。時代の流れの中でサイ
ロは減少，というよりもそのまま消えていく運命を辿っ
ている。私たちの食卓を豊かにしている牛乳，これを支
える酪農業は，最近厳しい経営環境の中で取り組んでい
るという。酪農のイメージは，広い牧場に牛舎とサイロ
はセットであった。酪農家の減少とともに，そのイメー
ジが変わりつつある。
江別音頭の歌詞の中に，赤いサイロの節が出てくる。
唄に出るくらい酪農が盛んだった証しでもある。
サイロが一つの「江別らしい」との声をひもとくた
め，江別酪農の変遷と北海道酪農の先駆者，さらにサイ
写真1．牧草地にロールケーキのように牧草が点在，北国らし
い景色だ。（篠津）
写真2．牛たちはストレスもなくのんびり育っている。（中島）
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ロをモチーフにしたまちづくり事例など今後の，地域資
源の取り組みを支援していこうとするものである。
江別音頭♪
1．赤い赤いサイロだ
牧場は広い
牛がないている
牛がないている
にれの蔭
ホンニ江別は
ホンニ江別は素敵だね。
2． 略
Ⅱ．研究の方法
江別酪農の概要，小史を既往資料・文献から調査し
た。サイロの所在は，現地踏査を踏まえ煉瓦造，コンク
リートブロック造，軟石造など目視により観察確認とし
た。サイロをモチーフにした都市景観施設は，江別市発
刊の「えべつの景観」をベースに現地確認等行った。
Ⅲ．サイロの地区別分布
1．サイロの所在分布
江別市全体のサイロ数は，159基確認されている。角
山，元野幌，東野幌，江別太，大麻と現在も酪農業を盛
んに行われている地区に集中している。（表1）
市街地には，かつての牛飼いの名残りを留めるサイロ
がモニュメント的に点在する。
酪農家が保有するサイロは，1戸で1基から3基と複数
所有している場合が多いため，サイロ数と酪農家数は一
致しない。
構造別では煉瓦造60％，コンクリートブロック造
30％，その他10％となっている。その他は，セラミック
ブロック造，軟石造，スチール造などである。
サイロの主な所在地は，図1のとおりである。
表1 各地区のサイロ数 （単位：基）
町名 煉瓦 ブロック その他 計
総数 96 48 15 159
＊割合 60％ 30％ 10％ 100％
江別地区 54 24 9 87
一 番町 1 1
牧場町 1 1
元江別本町 1 1
東光 町 1 1
工栄町 1 1
いずみ野 1 1 2
萌えぎ野西 1 1
篠津 3 1 2 6
中島 2 1 3
美原 14 14
角山 17 17 5 39
上江別 2 2
江別太 10 5 15
野幌地区 24 19 4 47
野幌寿町 1 1
中央町 1 1
野幌東町 1 1
元野幌 6 11 1 18
東野幌 10 4 2 16
西野幌 5 4 1 10
大麻地区 18 5 2 25
大麻北町 2 1 3
大麻元町 4 1 5
大麻桜木町 2 2
文京台東町 1 1
文京台緑町 3 3
大麻 6 3 2 11
（2016年5月調製）
（注）サイロは離農跡地のサイロ，屋根部欠落したものなど含む。
写真4．1931年，北海道拓殖博覧会展示のもので，上部セラ
ミックブロック造，下部煉瓦造である。（東光町）写真3．住宅地のサイロ（一番町）
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図1 江別のサイロ所在分布図
写真6．旧町村農場サイロ。同地に1928年～1991年営農。（い
ずみ野）
写真5．工業団地のサイロ（工栄町）
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写真7．三連式のサイロ（篠津） 写真8．サイロは現役で使用中（中島）
写真9．牛舎とサイロ（角山） 写真10．煉瓦住宅とサイロ（角山）
写真11．寄り添うサイロ（角山） 写真12．屋根なしも威風堂々のサイロ（角山）
写真13．江別高校前のサイロ（上江別） 写真14．JR電車からも見えるサイロ（江別太）
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写真15．越後村のサイロ（江別太） 写真16．湯川公園横のサイロ（野幌寿町）
写真17．畜舎が店舗とサイロ（野幌東町） 写真18．雪原の煉瓦サイロ（元野幌）
写真19．屋根葺き替えたサイロ（東野幌） 写真20．廃虚の木造建物は昭和，年月を重ねたサイロ（東野幌）
写真21．セラミックブロック造，珍しい箱型（四角）のサイロ
（東野幌）
写真22．コンクリートブロック造は現在も使用中（東野幌）
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Ⅳ．江別の酪農（注）1
1．江別の酪農の始まり
1）明治期
江別における搾乳の始まりは1878年（明治11年）の12
戸屯田（現緑町）における山入利八といわれている。そ
の後，1891年（明治24年）には野幌兵村においてゲルン
ジー種乳牛10頭の払い下げを受けた者があり，付近で市
乳販売を行ったという記録もある。
乳牛導入では，野幌では1906年（明治39年）木村伝
槌・前田兵蔵・吉井久治郎・山岸太三らが計10頭を導
入，江別では1894年（明治27年）に伊藤正美・和田義文
らが導入，篠津では1907年（明治40年）に芝木勝栄，続
いて名越直・長沢武が導入，1911年（明治44年）には対
雁で渡辺政次郎・山田真男が導入した記録が残ってい
る。大麻では1904年（明治37年）に福屋角助が乳牛を導
入している。また1886年・1890年（明治19年・同23年）
にそれぞれ越後村（江別太）と野幌の開拓に入った北越
殖民社においても1906年（明治39年）に乳牛が導入さ
れ，市乳販売をした竹見堅蔵・山口多門次の牛を飼育し
た五十嵐宗二が中心となった。
江別全体では，1909年（明治42年）の牛の数は99頭を
数える。しかし，飼養技術の無知，有畜農業への無理解
により畜産は困難な仕事であり，未だ「物好き」による
飼育の範囲を超えられなかつた。
2）大正期
1915年（大正4年）に野幌兵村農業振興会は，事業の
一つに畜産を奨励，酪農先進地の八雲を目標に事業を推
進した。1916年（大正5年）から1921年（大正10年）に
かけて56頭の牝牛を道庁の補助を受け2，935円で購入，
会員に貸与した。飼育管理面についても素人が多かった
写真23．野幌運動公園南側のサイロ（西野幌） 写真24．コンクリートブロックと煉瓦のサイロ（西野幌）
写真25．煉瓦造二連サイロ（西野幌）
写真26．酪農学園のシンボルサイロ（文京台緑町）
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ので，先進酪農家の宇都宮仙太郎・黒沢酉蔵らの指導も
受けた。
北越殖民社は，1918年（大正7年）から1921年（大正
10年）にかけて40頭のエアーシャー種乳牛を導入し，下
の月や越後村で飼育させた。当時，道庁の奨励した乳牛
はエアーシャー種でホルスタイン種は見向きもされてい
なかった。
1921年（大正10年）に乳牛294頭，搾乳戸数112戸だっ
たのが，1925年（大正14年）には乳牛647頭，240戸に
なった。伸長する酪農に江別町も大正14年に畜牛農家に
尿溜施設の設置に4割の補助を決定した。またサイロや
堆肥場の建設にも補助制度を設け支援した。
サイロは当初木造サイロが主であったが，地場産の煉
瓦を活かして煉瓦のサイロは急速に増えていった。煉瓦
で最も早く建てたのは，和田俊雄（弥生町）といわれて
いる。1924年（大正13年）に江別太で「100トンサイ
ロ」が建てられている。
大正の終わりころには，江別の酪農の知名度は全道に
広がりをみせ，特に野幌はその中心として展開された。
1926年（大正15年）には道庁から模範酪農部落として推
奨を受け，道内外から多数の視察者を迎えるまでになっ
た。
3）昭和戦前
昭和に入り，江別の乳牛改良に大きな影響を与えたの
が，1928年（昭和3年）に江別町対雁に移転してきた町
村農場である。経営者の町村敬貴は，札幌農学校卒業
後，渡米実習を経て石狩町樽川において自らの牧場を開
くが，10年間の樽川での経営後，より良い土地を求め対
雁に移ってきた。しかし土地は極端にやせた土地だった
ことから土地改良の暗渠排水，石灰散布，堆肥還元の実
践により徐々にその成果を得て，後の牛づくりの基礎と
した。また近代的な乳牛改良の手法，経営など江別の仲
間に還元していった。
江別の牛は昭和元年に1，360頭，1935年（昭和10年）
には2，135頭までになった，乳牛の品種もエアーシャー
種からホルスタイン種へと完全に入れ替わり，乳生産量
の増加に大きく貢献した。しかし戦争が本格化するにつ
れ，穀類などの食糧増産，労働力の不足などから1945年
（昭和20年）までには乳牛が1，690頭までに落ち込ん
だ。
4）昭和戦後
終戦後は食糧不足のため牛の数も減り続け，1950年
（昭和25年）には1，368頭まで減少した。同年，道内の
乳製品製造を1941年（昭和16年）から独占していた北海
道酪農組合株式会社（戦前の北海道興農公社）が分割さ
れ，道内の乳業は雪印・北海道バター・森永・明治の4
社体制となった。このことで価格競争と安い外国製品の
輸入により乳価の低迷を招くことになった。1953年（昭
和28年）から乳業4社に加え，北海道乳業・札幌酪農な
どが進出し，10社近い乳業メーカーによる牛乳の争奪戦
となり，乳価も高値を記録するなど一大酪農ブームに
なった。江別の酪農家は，雪印系の酪農学園乳製品工場
へ加工原料として出荷するものが多かった。1954年（昭
和29年）には，さしもの牛乳も生産過剰となり，乳価も
急落するなど経営環境を圧迫するようになった。
一方，機農学校の西野幌開校に伴い，1942年（昭和17
年）に現在の元野幌へ移った，いわゆる機農集落や戦災
により1945年（昭和20年）に東京世田谷から角山に入植
した世田谷集落では，土地条件からも酪農専業の道を選
択，新天地で努力が続けられた。角山では戦前から乳牛
を飼養していた農家もあったが，世田谷の導入は1948年
（昭和23年）であった。
乳牛頭数は，1955年（昭和30年）に1，874頭が1960年
（昭和35年）には3千頭を超えるまでになった。
2．江別市の家畜飼養の状況
江別市の家畜飼養の推移をみると，乳牛の飼養戸数は
減少しているものの1戸あたりの飼養頭数は，1960年4
頭が2015年には86頭と増加している。（表2）
2015年，地区別の乳用牛飼養戸数は表3のとおりであ
表3 各地区の乳用牛飼養戸数
（平成27年2月1日現在）
町名 戸数 町名 戸数
江別太 6 東野幌 6
篠津 4 西野幌 3
中島 1 大麻 4
角山 15 文京台 1
元野幌 6 計 46
＊江別市の農業2015年（平成27年）版
（江別市農業振興課調）
写真27．酪農学園大学のサイロ（文京台緑町）
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る。
3．道立図書館のサイロ（注）2
北海道立図書館は，昭和42年に札幌から江別に移転し
てきた。図書館正面入り口に立つ煉瓦のサイロは，市民
の声が後押しして残ったものだ。規模は，高さ地上7．8
ｍ，地下2．4ｍ余り，基礎の外径は4．3ｍ。サイロは，1943
年（昭和18年）頃までこの地で酪農業を営んでいた山内
さんがデントコーン用に1935年（昭和10年）に建てたも
ので，図書館の東南隅の坂の上に位置していた。
江別市の市道文教通りの道路拡幅工事のため平成元年
から2年にかけて，敷地東側の一部，幅約4ｍ，延長260
ｍ余りを買収することになった。この買収工事予定地に
支障となるサイロがあり，サイロの取り壊しも検討され
たが，存続を求める市民の声や関係者の理解により保全
が決定し，約1ヶ月をかけて現在の場所まで150㍍曳
家，移設された。文京台地区の道案内的シンボルであ
る。平成21年度近代化産業遺産に認定された。
4．大正生れのサイロの解体
2010年（平成22年）7月13日，夏，大正生れのサイロ
が取り壊された。サイロは江別市弥生町，国道12号線に
面して建つ和田家のサイロで，1922年（大正11年）建造
のもの。赤煉瓦のサイロにはツタが絡まり，四季折々に
道行く市民の目を楽しませていた。
高砂町，弥生町，一番町を東西に通る国道12号線は，
当時「元江別一番通り」と称して沿線には馬持ちの農家
や牛飼い，商店，工務店などがあった。牛とサイロ，馬
のいた時代，この一帯が田んぼや畑が広がるのどかな風
景に包まれた場所だったとは，今の姿からは想像ができ
ない。和田家では昭和20年頃，乳牛6～8頭の飼育ほか
畑作など営んでいた，搾乳したものは輸送缶に移し3丁
目踏切の集乳所まで運んでいったとのこと。周辺
表2 江別の家畜飼養農家数と頭数の推移
（各年2月1日現在）
年次 人口 農家戸数
乳牛 馬 肉牛
戸数 頭数 戸数 頭数 戸数 頭数
1960・昭35 37，396 1，434 767 3，065 1，348 1，748
1965・昭40 44，510 1，560 591 4，008 1，034 1，083
1975・昭50 77，624 1，182 220 4，095 93 121 51 801
1980・昭55 86，349 1，113 156 4，105 15 46 72 910
1985・昭60 90，328 984 118 4，109 7 31 69 1，361
1990・平2 97，201 807 85 3，961 4 14 51 1，180
2000・平12 122，500 632 72 4，707 8 33 30 943
2010・平22 122，138 502 62 4，279 5 22 22 761
2015・平27 119，587 421 46 3，955 6 46 21 796
＊人口は各年10月1日現在
（出典：江別市統計書；企画課，江別市の農業；農業振興課）
写真28．地区のシンボルは2008年度近代化産業遺産に認定され
た（文京台東町）
写真30．1922年，大正生れの和田家サイロ（弥生町）
北国の風物詩サイロ
－146－
は，1961年（昭和36年）の区画整理で一変していった。
往時の姿は，北側弥生公園の一角，ヤチダモ樹木に見え
る程度だ。
和田家の住宅母屋はセラミックブロック造，妻側は煉
瓦積みであった，またサイロは物置として再利用してい
た。取壊し工事は，住宅とサイロほか敷地の屋敷林も伐
木した。跡地にはコンビニエンスストア「セブン－イレ
ブン江別弥生町店」がオープンした。
Ⅴ．酪農王国の先駆者（注）3
北海道が「酪農王国」に至るまでには，まず，1876年
（明治9年），エドウィン・ダン（1848－1931）が，開
拓使の招聘により来道して，札幌の原始林を切り開き
「真駒内牧牛場」建設に着手したことに始まる。そして
1882年（明治15年）1月，開拓使の廃止後，町村金弥
（1859－1944）がその運営を受け継ぎ，酪農のリー
ダー・後継者を育てていった。
1．北海道牧畜酪農の指導者―エドウィン・ダン
ケプロンの進言により，まず，1873年（明治6年）7
月，オハイオ州で牧場経営をしていたエドウィン・ダン
（1848－1931）が，A・B・ケプロン（ホーレス・ケプ
ロンの息子）の依頼を受けて，米国の進んだ畜産技術指
導のために，牛20頭・羊100頭とともに大陸横断の苦難
の末来日する。早速，東京麻布の第3官園で約30人の生
徒に実技指導を行い，北海道開拓に役立つ技術者養成の
ために実技を主体にした畑作や畜産の技術を幅広く指導
した。
ダンは，1875年（明治8年）5月，北海道「七重官
園」（現在の七飯）に，5ヶ月の長期出張で来道，農業
技術や馬の改良に欠かせない去勢技術の普及に努めた。
1876年（明治9年）6月，ダンは，園芸担当のボーマー
と共に「札幌官園」に転勤し，直ちに真駒内牧牛場の建
設に着手，搾乳場・乳製品加工場・用水路など，酪農・
牧場の基礎が整備された。
1877年（明治10年）頃には，真駒内の牛舎には牛107
頭，馬は農耕用・乗馬用あわせて10数頭，豚も40頭くら
いになった。
1882年（明治15）1月，開拓使の廃止により真駒内牧
牛場は農商務省の所管となる。エドウィン・ダンは，こ
の年12月，6年半にわたる北海道滞在で多くの業績を残
して，家族と一緒に東京に移った。この年，札幌農学校
2期生の「町村金弥」が真駒内牧牛場に勤務して，短期
間ではあったがダンの直接指導を受け，その技術を実地
に受け継いだ最初の人となる。
2．ダンの薫陶を受けた町村金弥
1882年の（明治15年）1月，開拓使の廃止により真駒
内牧牛場は農商務省の所管，＜後に「真駒内種蓄場」
（明治19年），「北海道種蓄場」（明治26年）と改称＞と
なる。この年，札幌農学校2期生の町村金弥が真駒内牧
牛場勤務となり，エドウィン・ダンがこの年12月札幌を
離れるまでの短期間だったが，ダンの直接指導を受け
た。エドウィン・ダンの牧牛場からはじまった真駒内の
開拓は，肥沃な土地に恵まれたこともあり，地域の人々
の野菜・果物作り，また種蓄場に納める牧草や根菜類の
耕作も広まっていった。
町村金弥は1859年（安政6年）1月，越前国南条郡武
生旭町（現福井県武生市）で生れる。12歳の時上京し
て，同郷の日本橋の蚊帳問屋に奉公しながら苦学力行，
東京英語学校で英語を学び，1877年（明治10年），工部
大学校（東大工学部前身）に合格するが，当時の工部大
学校は50人の官費生を採用していたが，この年から25人
写真29．1989年，150㍍曳家。市民の声で残ったサイロ（文京
台東町）
写真31．築造から88年に幕，2010年に解体された和田家サイロ
（弥生町）
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に減らされ、金弥はこの選にもれた。同年，北海道の札
幌農学校が官費生を募集し工部大学校の合格者は無試験
で採用と知り，ただちに応募し，2期生として入学，畜
産学を専攻した。札幌農学校2期生18人には，宮部金
吾・太田稲造（のちの新渡戸稲造）・内村鑑三，築港工
事権威者となる広井勇，第2代北海道帝国大総長の南鷹
次郎，十勝農業の基礎をつくった諏訪鹿三などがいる。
金弥は在学時代，ブルックスの農学の講義とアメリカ
式大農経営，さらにダンの指導も受けて欧米式大農場の
経営法を学んだ。1881年（明治14年）7月卒業すると同
時に開拓使御用掛に採用され，真駒内牧牛場の担当とな
り，短期間であるがダンの精力的な指導を受け，翌1882
年（明治15年）には真駒内牧牛場長（農商務省管轄）に
なる。この年，開拓使は廃止となり，ダンは職を解かれ
て札幌を去る。金弥は真駒内牧牛場が1886年（明治19
年），北海道庁管轄「真駒内種畜場」になるまでの5年
間勤めた。金弥は本庁に戻り，その後，北越殖民社農場
（後の北越殖民社），雨竜華族組合農場の指導，十勝開
墾合資会社などの大農場の経営指導にもあたった。事業
家を招いて北海道開拓を推進，欧米農法・酪農畜産の技
術指導に功績を残した。最も大きな功績は，後に北海道
の酪農界を代表する，「宇都宮牧場」の宇都宮仙太郎と
「町村農場」の町村敬貴の二人を養成したことだといわ
れている。
3．日本酪農の父―宇都宮仙太郎
北海道の酪農業の基礎は，エドウィン・ダンや町村金
弥などによって固められたといって良い。しかしなが
ら，まだ牛乳や乳製品の一般的な需要が少なく，本道乳
業者は苦境に立たされた。この新しい産業第一のパイオ
ニアが宇都宮仙太郎（1866－1940）といわれている。
宇都宮仙太郎は，1866年（慶応2年）4月14日，大分
県下毛郡大幡村（現中津市）に父武原文平の次男として
生れるが，母方の家を継いで宇都宮（姓）を名のる。地
元の中学校卒業後，志を立てて上京し，神田の共立学校
（高橋是清校長）に入学する。下宿屋近くの牛乳屋の主
人がいつも「身体を丈夫にするには何よりも牛乳が一
番」という宣伝を聞きその言葉を信じたという。仙太郎
は，慶応義塾の同郷中津藩出身者福沢諭吉の感化を強く
受け，1885年（明治18年）8月，20歳の時，牧畜業経営
の希望をいだいて北海道行きを決意した。
当時，エドウィン・ダンが設立した真駒内牧牛場
（後，「真駒内種畜場」に改称）は全国的に有名で，牧
場長は町村金弥だった。金弥は，仙太郎の尋常一様でな
い熱意をみこんで，あまり丈夫でもなさそうな若者を，
牧夫見習いとして日給20銭で採用した。1887年（明治20
年）4月，金弥の手引きによりあこがれのアメリカ牧畜
業研究のため渡米する。
最初は，放浪者のような生活の末，ワシントン州のデ
ビス牧場を振り出しに各地の牧場で実習を積み，最後は
イリノイ州のガラー牧場で修業した。ついでウィスコン
シン州農事試験場の実習生となり，州立農科大学のショ
－トコースに学び，1890年（明治23年）3月に帰国す
る。
仙太郎は，しばらく金弥の農場で働くが，1891年（明
治24年）9月，金弥からホルスタイン2頭を借り受けて
独立し，元札幌農学校長森源三の土地（現知事公館の西
北角）を借りて，市乳の配達販売を開始。残りの牛乳は
バターにして豊平館に収めた。これが北海道酪農史上，
民間のバター製造販売の最初といわれている。
写真33．宇都宮仙太郎ゆかりの宇納農場の札幌軟石サイロ（札
幌市厚別区）
写真32．エドウィン・ダン記念公園の中央に建つエドウィン・
ダン像（札幌市南区）
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上白石に土地20町歩を購入して牛舎を新築，大型のサ
イロも建て，ホルスタイン種20余頭を飼って，牛乳販
売・バター製造などを開始する。以後25年間，「宇都宮
牧場」の本格的な酪農経営に当たった。民間人初の種牛
輸入による品種改良，共同組合方式の資材調達，本格的
なバター製造など，日本近代酪農の基礎を築いた。仙太
郎は全国から慕って集まってくる後継者を育て「日本酪
農の父」と呼ばれ，長男の勤はアメリカに留学してホル
スタインの品種改良に務めるなど「日本ホルスタインの
父」といわれている。
1905年（明治38年）7月31日，後の酪農学園創立者と
なる黒澤酉蔵19歳が，当時の札幌区長阿部宇之八の紹介
を受けて，この宇都宮牧場を訪ね，牧夫としての第一歩
を踏み出している。
1906年（明治39年），40歳の仙太郎は再び渡米して，
同業者の協力も得てホルスタイン牛50頭を買い付ける。
これが後の北海道はもとより，広く日本全国の酪農業を
大きく向上させる「基準牛」になった。
1915年（大正4年），市乳業者が結集して札幌牛乳販
売組合（後の［札幌酪農組合］）をつくり，仙太郎が会
長に選ばれる。1921年（大正10年），第16代北海道長官
宮尾瞬治が，道の方針として酪農振興を取り上げ，デン
マーク農法を導入することとなり，北海道の酪農業は，
ますます発展していくことになった。1924年（大正13
年）宇都宮牧場を上白石から上野幌に移転。デンマーク
留学帰りの出納陽一と「宇納農場」を開いた。そして，
アメリカオハイオ州立大に留学していた佐藤貢を工場技
師に迎え，バター・チーズの本格的製造を開始，これ
が，後に「雪印乳業」と名を変えて，牛乳・バター・
チーズなどの製造販売で，日本の食生活を大きく変えて
いくことになった。
4．偉大な牛飼人―町村敬貴
町村敬貴（ひろたか）（1882－1969）は，金弥の長男
として，1882年（明治15年）12月20日，エドウィン・ダ
ンが開設した真駒内牧牛場の官舎で生まれ，牛を愛する
少年として幼少時代を過ごした。札幌農学校農芸伝習科
入学時，アメリカ帰りの宇都宮仙太郎の牧場で，朝夕の
乳搾りの実習をし，卒業後，1906年（明治39年），両親
と仙太郎に見送られ渡米する。米国に渡り苦労の末，仙
太郎の世話により，ウイスコンシン州ラスト兄弟牧場で
酪農実習，その間，かつて仙太郎も学んだ州立農科大学
ショートコース（11月～3月・2年間）に学び，卒業す
る。敬貴は10年間に及ぶアメリカ酪農技術実習を体得し
て，1916年（大正5年）10月に帰国する。
翌年父の援助を受けて，石狩町樽川に入植し「町村農
場」を創設する。この泥炭地の原野で「土づくり・草づ
くり・牛づくり」の苦節10年の苦しい努力が続いた。経
営は親のすすめで結婚した妻志津と小作人数人ではじめ
た。この間2度，種牛購入のため渡米し，ホルスタイン
の乳牛も202頭ほどになり，バターの製造もするように
なった。1928年（昭和3年）に江別町対雁（ついしか
り）に移転するが，ここは排水の悪い酸性土のため苦労
を重ねて，暗渠排水・石灰撒布など総合的科学的な土地
改良の実践による酪農経営努力で，酪農王国北海道の基
盤を確立したといわれている。1940年（昭和15年）に
は，北海道土地改良功労者として，北海道長官表彰を受
けている。
種牛購入や農業機械化状況視察・農業機械導入のた
め，数回渡米している。その輸入は前後6回に及び，種
牡牛8頭，種牝牛30頭にも及び，ホルスタイン種乳牛の
改良に努めその乳量品質の向上に大きく貢献した。
現在，同農場は，江別市対雁（現いずみ野）の旧町村
農場（現在資料館）から1992年（平成4年）に江別市篠
津に移転し「まちむら農場」として経営を続けている。
5．北海道酪農の父―黒澤酉蔵
黒澤酉蔵（1885－1982）は，1885年（明治18年）3月，
茨城県の貧乏農家4人兄弟の長男として生まれ，尋常小
学校（4年制）卒業後，隣人に漢学の手ほどきを受け，
また漢学塾へも通った。いろいろな仕事をしてお金を貯
め，1899年（明治32年）14歳の時，東京に出て神田数学
院に住込み，独学で勉学に励む。1901年（明治34年）12
月10日，足尾銅山鉱毒事件で渡良瀬川に流れ込んだ鉱毒
に苦しむ農民救済を訴えて明治天皇に直訴した代議士田
中正造の正義感に打たれ，酉蔵は新橋の「越中屋」に田
中を訪ねる。事件の真相や経緯を理路整然と聞かされ，
その正義感と人間愛の尊さ・崇高な人格に打たれ，自分
の一生を支配してしまう出会いになったと後年述懐して
いる。黒澤少年は同士5千人を集めて学生運動を起こ
写真34．旧町村農場の町村敬貴像（いずみ野）
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す。過激思想の持ち主として警察に逮捕され前橋刑務所
に6カ月収監される。この間，鉱毒地救済婦人会・婦人
矯風会潮田千勢子からの聖書差し入れが，後にキリスト
教に帰依するきっかけになったといわれている。田中の
尽力や今村力三郎弁護士の努力により半年後にやっと無
罪釈放となるが，心配した田中が「黒澤君は将来のため
に，正式に学校に入って勉強しなさい」といって月 1々0
円の学費を送った。1903年（明治36年）その援助金で，
正式に東京の京北中学（現京北高校）に学ぶ。田中への
深い感謝・早く恩返しをしたい気持ちと酒飲みの父に代
わって苦労して家計をささえた母の死により，心気一転
北海道へ渡る決意をする。
1905年（明治38年）8月1日，黒澤酉蔵20歳は田中正
造の紹介状を手に，北海タイムス社長の阿部宇之八（後
の札幌区長（市長））を訪ねた。そこで，白石村で牛を
飼っている宇都宮仙太郎を紹介され宇都宮牧場で牧夫と
しての第一歩を踏み出す。酉蔵は仙太郎の説く“酪農三
徳”「牛飼いには三徳がある。第一に役人に頭を下げな
くてもよい。第二に牛には嘘をつかなくてもよい。第三
には牛乳が飲める。牛乳は人を健康にする。」という言
葉に心酔したといわれている。
牧場の朝は早く，午前4時には牛舎の仕事が始まり，
牛舎の掃除・牛の餌・搾乳・牛乳配達・放牧・畑仕事な
どを午前午後と繰り返し夜の10時まで働き通しという忙
しい毎日であった。1906年（明治39年）12月応召，月寒
25連隊に所属した。隊では模範兵となり2年で除隊す
る。1908年（明治41年）札幌メソジスト教会で洗礼を受
けた。教会で山鼻のリンゴ園主佐藤善七（佐藤貢の父）
と知り合い，その紹介で酪農自営の第一歩を踏み出す。
1909年（明治42年），牧夫として働き始めて4年目の春，
酉蔵は軍隊で貯めた24円を元手に中央区の山鼻東屯田村
に5反歩の土地と牛1頭を借りて，牛乳販売を開始，
「黒澤牧場」を興した。翌年には，郷里から弟妹等を引
き取っている。苦労の末，5年後にはようやく自分のサ
イロを持ち，自分の家と17，8頭の牛舎を建てるまでにな
る。酉蔵は，酪農後継者には，いつも「家の者よりも必
ず1時間早く起きて働け」と教えたといわれる。
大正時代に入って，北海道農業は，開墾地の無肥料連
作を長年続けたために地力が落ちてきたことが問題と
なっていた。官民あわせて，地力回復のため北欧有畜農
業の検討をはじめ，宇都宮仙太郎・黒澤酉蔵らの進言も
あり，「北海道第2期拓殖計画」として，道庁はデン
マーク農家2 戸・ドイツ農家2 戸を5 ヵ年契約で招聘
し，札幌近郊と十勝地区で模範経営を行わせることと
なった。これにより北方農業のあり方，とりわけ酪農振
興への機運が高まった。酉蔵は「家畜の糞尿は農家の銀
行である」というのが持論であった。
1933年（昭和8年），次代を担う若者に酪農業を学ば
せるために，江別に「酪農義塾」（後の酪農学園）を設
立する。酉蔵は塾長となり，建学の精神として「健土健
民」の重要性を唱えた。これは，「日本の国土を肥沃に
することで，国民の体も心も穏やかになっていく。それ
が酪農の基本である」という田中正造の農業中心の思想
から生れたものといわれる。
1942年（昭和17年），江別市西野幌（現文京台緑町）
の広い土地を得て，「野幌機農学校」設立。「機を知るは
農の始めにして終りなり」（一九六二，一〇黒澤酉蔵書）
の銅版が校舎にはめこまれている。「北海道酪農義塾」
（昭和8年開塾当時），「野幌機農学校」（昭和17年開校
当時）。そして1958年（昭和33年），デンマークのグルン
ドビー牧師の「愛神愛人愛土」（神を愛し，人を愛し，
土を愛す）という「三愛精神」を建学の精神として「三
愛女子高等学校（現とわの森三愛高校）」を設立。さら
に，1960年（昭和35年）「酪農学園」（現酪農学園大学）
を設立した。こうしてわが国におけるユニークな酪農専
門の学園として大きく発展させた。また，酉蔵は育英資
金にも惜しみなく私財を注ぎ込んだ。
Ⅵ．ミルクランド北海道（注）4
ホクレンがミルクランド北海道として生活に欠かせな
い牛乳の普及に取り組んでいる。
北海道は冷涼な気候なため，暑さに弱いホルスタイン
には適した気候であり，牧草の栽培や乳牛の飼育に必要
な土地も多く，さらにおいしい空気とキレイな水がたっ
ぷりあるため，酪農に適した場所である。
写真35．酪農学園の黒澤酉蔵像（文京台緑町）
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北海道は2013年（平成25年）2月1日現在で，乳用牛
の飼養頭数が約80万頭で全国の約57％，2012年度（平成
24年度）の生乳生産量が約393万トンで全国の約52％を
占める，数字からも言わずと知れた酪農王国といえる。
1．酪農家戸数
日本の酪農家戸数のピークは1963年（昭和38年）の約
417，600戸。2013年（平成25年）2月1日現在では約19，400
戸と20分の1以下までに減少。初めて1万戸台に突入し
ている。2014年（平成26年）2月1日現在では約18，600
戸とさらに減少している。
北海道の酪農家戸数のピークは1960年（昭和35年）の約
57，774戸で，2013年（平成25年）2月1日現在は約7，130
戸。酪農家の離農戸数に歯止めがかかっておらず，減少
傾向が続いている。その理由としては，後継者のいない
小規模酪農家の廃業によるものから，近年では，飼料価
格の高騰などによる，経営収支の実質的な赤字によるも
のまで様々だ。
2．飼養頭数
日本の酪農家飼養頭数のピークは1985年（昭和60年）
の約2，111，100頭。2013年（平成25年）2月1日現在で
は約1，423，000頭とおよそ32．5％の減少。酪農家一戸あ
たりの平均飼養頭数は，1965年（昭和40年）の約3．4頭
から2013年（平成25年）には約73．4頭と飛躍的に増加し
た。
北海道の酪農家飼養頭数は，2013年（平成25年）2月
1日現在で約806，000頭。酪農家一戸あたりの平均飼養
頭数は約113頭となり，北海道は他都府県に比べて規模
が大きい。
3．サイロ
酪農家のシンボルだったサイロ。サイロとは作物を詰
め込んで発酵させ，サイレージにして貯蔵しておく施設
である。サイロにて保存された飼料作物のことを一般的
にサイレージという。
▽サイロの種類
①施設型・塔型サイロ（タワーサイロ）
・水平型サイロ（バンカーサイロ）
・地下型サイロ（地下角型サイロ）
②可搬型・ラップサイレージ（ロールベールラップサイロ）
4．経産牛
妊娠，出産を経験した雌牛のこと。牛は生後2年くら
いで出産できるようになり，一生のうちに5～6回の妊
娠を繰り返す。牛は豚などと違い，基本的に1度の出産
で1頭を産む。最近では母牛の健康状態や乳量の減少な
どの理由から，3～4回に減らす傾向が見られる。
5．飼育方法
乳牛の飼育方法としては，「つなぎ飼い式」と「放し
飼い式」があり，牛舎の形態も異なる。国土面積の広い
欧米と違い，日本の牧場の大部分は使用面積が少ない
「つなぎ飼い式」を採用。
1）つなぎ飼い式牛舎（ストールバーン）
牛を1頭ずつ収容するストールという区画に，1頭1
頭の牛をつないで飼う牛舎。使用面積が少ないので，
個々の牛に目が行き届き，健康状態などがチェックしや
すいのが最大のメリット。その反面，ストールごとにお
こなう餌の運搬，糞掃除，搾乳などの手間がかかる。
2）放し飼い式牛舎（フリーストールバーン）
牛が自由に歩き回れるフリーストールという休息場を
備えた牛舎。ストール自体は1頭ずつのスペースに区切
られている。エサや水は給餌場，給水場でまとめて与え
ることができる。搾乳はミルキングパーラーと呼ばれる
搾乳室でおこなうため，効率的な搾乳が可能。多頭数の
牛を管理するのに向いている。
6．トウモロコシ
濃厚飼料として配合飼料の原料の主となるトウモロコ
シは，この多くを輸入に頼っている。乳牛から搾乳を行
ううえで，牛の健康維持や乳量の確保等の観点から必要
不可欠な飼料のひとつ。トウモロコシは，世界的な飼料
穀物需要により大幅に価格が高騰しており，酪農生産コ
ストの上昇を招いている主因となっている。北海道で
は，コスト削減に向け，飼料用トウモロコシの栽培を
行っているが，必要量を確保するためには輸入せざるを
得ないのが現状。
Ⅶ．酪農の歴史（注）5
1．牛の家畜化の起源
人間が最初に乳をとるために飼った動物は，性格がお
となしく，群れをなしているので数も多く乳をたくさん
とることができる，山羊（やぎ）や羊だったということ
が，いくつかの遺跡から推定されている。
新石器時代（紀元前7000－6000年）にオーロックとい
う牛の原種を飼いならしたのが，家畜としての牛の起源
だといわれており，紀元前4000年頃にはすでにメソポタ
ミアで牛乳を利用していたことが当時の石板に示されて
います。
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写真36．江別市役所前公衆電話ボックス（高砂町） 写真37．旧町村農場の公園トイレ（いずみ野）
写真38．市道2番通り，新町公園の公園トイレ（大麻新町） 写真39．国道12号線，酪農学園前バス待合所（文京台緑町）
写真40．国道12号線，野幌7丁目バス待合所（幸町） 写真41．国道275号線，橋名板はサイロ型の角山橋（角山）
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牛乳を飲む習慣が伝わったルートは，アーリア人と共
に中東からインドへ向かうルートとゲルマン人と共に中
東から中央ヨーロッパを通って北ヨーロッパに広がる
ルートの2つのルートがあったと考えられている。
2．日本の酪農の起源
日本列島では，紀元前400年，弥生時代の遺跡（いせ
き）から家畜牛の骨が出土している。日本で飼われてい
た牛は，主に中国などアジア大陸で家畜化されたもの
が，渡来人により持ち込まれたものと考えられている。
奈良時代には，但馬（たじま），伊勢（いせ），出雲
（いずも），伊予（いよ）など，全国47ヵ所に「牧（ま
き）」を作り，6年ごとにそこで搾った乳を加工して，
天皇の正月の膳（ぜん）に並べたといわれる。
江戸時代，徳川8代将軍徳川吉宗が1727年（享保12
年）に白牛3頭を輸入し，安房の郷（現在の千葉県）嶺
岡の牧場で飼育を始めたのが日本の近代酪農の発祥とさ
れている。ここで搾った「白牛酪（はくぎゅうらく）」
という牛乳に砂糖を加えて煮詰め，乾燥させたものを作
り，薬や栄養食品として珍重した。しかし，牛乳はこの
時代もまだ，身分の高い人たちのものであった。
3．日本の牛乳の歴史
日本に牛乳が伝えられたのは，飛鳥時代で，百済（く
だら：現在の韓国）からの帰化人である福常（ふくじょ
う）が，孝徳天皇（654年以前）に牛乳を加工した「蘇
（そ）」を献上したところ，天皇はたいへん喜び，和薬
使主（やまとのくすりのおみ）という姓と乳長上（ちち
おさのかみ）という職を授けられたという記録が，平安
初期の記録にある。その後都に乳牛院がおかれ，乳を
搾って朝廷に献上するようになる。
深い味わいや本当の楽しみなどに接したとき「醍醐味
（だいごみ）」と表現されるが，「醍醐（だいご）」とは
古代の最高級の乳製品の名前で，仏教でいう五味の最上
のものをいう。平安時代の字引には「牛乳を煮て作るの
が酪（らく）で，その酪が蘇（そ）となり，蘇が醍醐や
乳餅となった」とある。蘇は練乳，醍醐や乳餅はチーズ
と考えられる。しかし，このころに牛乳や乳製品を食べ
ていたのは主に貴族であったが，この風習も仏教の影響
により，家畜の食用が禁じられることですたれていく。
4．牛乳が一般に普及したのは文明開化後
牛乳が庶民の飲み物となるのは明治時代，文明開化後
のこと。1863年に千葉県出身の前田留吉という人が，オ
ランダ人ペローから搾乳や処理の技術を学んで，横浜で
日本最初の牛乳製造販売を行った。また，明治政府も北
海道の開拓に酪農を取り入れていたことから牛乳の栄養
価値を宣伝した。牛乳の普及が急速に加速したのは日
清・日露戦争の時で，兵隊が傷病兵の栄養剤として牛乳
を飲むようになって，一般に広まった。
牛乳は最初，木の桶に入れて，ひしゃくなどで計り売
りをしていたが，やがてブリキ缶からガラスビンへと変
わり普及していった。
Ⅷ．江別らしい景観
江別市では，江別らしい景観づくりの道しるべとして
「景観形成基本計画（平成18年3月）」を策定した。
計画では江別の景観は，主に自然景観，歴史景観，農
村景観，市街地景観に大別される。自然は石狩川，野幌
森林公園など。歴史では火薬庫，史跡など歴史的建造
物。農村では水田，小麦畑，耕地防風林など。市街地で
は煉瓦建造物や鉄道林など，身近な自然や原風景を市
民・事業者・行政の協働で守り，つくり次の世代に引き
継ごうというもの。
これまで都市景観賞施設やランドマーク施設などは江
別らしい景観を創っている。国道12号道路沿線にはサイ
ロをモチーフにしたバス待合所，公衆電話ボックスが建
ち，公園トイレなどが設置され，市民の暮らしの中に活
かされている。
国道275号線，厚別川に架かる角山橋の橋名板は，サ
イロ型で欄干には牧場がデザインされるなど「江別らし
さ」がでた橋となった。
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